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高度成長期に集中的に整備されたわが国の公共インフラは、今後一斉に老朽化すること
が見込まれており、更新投資財源の確保や、安全性の維持など多くの課題を抱えています。 
東洋大学 PPP 研究センターでは、こうした状況を踏まえて、「できるだけ公共サービス

としての質を維持しつつ、最大限費用を削減できるインフラの建設・維持管理・運営技術
やサービス」を「省インフラ」と総称し、その開発と普及に努めてまいりました。 
その一環として、省インフラに関係する民間企業と連携して任意団体省インフラ研究会

を設置・運営し、省インフラの標準的なメニューを開発して参りました。また、省インフ
ラに関心の高い地方自治体首長が組織している資産経営・公民連携首長会議とも連携して
自治体とのマッチングベントも開催しています。マッチングイベントへの参加自治体から
は、最先端の省インフラ技術やサービスを知ることができるということで大変ご好評をい
ただいています。また、イベントで発表いただいた会員の省インフラパンフレットを本学
ウエブサイトに掲載しております。中立的な機関のサイトに掲載されることで、対外的に
アピールしやすくなるという効果を実感していただいています。 
さて、このたび、2024 年度の参加企業を募集いたします。これまでの経験から、自治体

から提起されている課題として、企業から持ち込まれる提案の位置づけが分かりにくい、
同じ企業でも複数の部署からアプローチがあり全体像がつかめないなどの指摘を受けてい
ますので、今回から、企業（企業グループ）として持っている複数の省インフラのスキル
の全体像を提示することができるように省インフラスキルマップを募集することにしまし
た。もちろん、複数ではなく単独の技術・サービスのご提案も歓迎します。 
ご提案いただいた企業様には、 

① スキルマップを東洋大学 PPP 研究センターウエブサイトに掲載する。 
② 資産経営・公民連携首長会議の研究会等において自治体のインフラ担当に対するプレ

ゼンテーションを実施する（現在日程調整中ですが 8月下旬以降を想定しています） 
機会を提供する予定です。 
どうぞ、この機会に自社の省インフラスキルを体系化し、対外的にアピールしていただ

けると幸いです。 
 
  



省インフラ標準メニューとは？ 
 公共施設、土木インフラ別に適切と考えられる処方箋を一つの表にまとめたもの。同じ
問題に対しても複数のアプローチがあることを示している。自分の部署で採用可能な方法
を考えるためのツールとして採用している自治体もある。 

 
スキルマップとは？ 
 省インフラ標準メニュー上での自社の技術・サービスの位置付けを示す資料で、位置づ
けが分かれば様式は問いません。A４サイズ 1（片面）または 2ページ（両面）のチラシ形
式で、技術・サービスは複数でも単独でも構いません。次ページに、東洋大学 PPP 研究セ
ンターとしてのスキルマップのイメージを添付いたしますので参考にしてください。 
 
参考 
東洋大学 PPP研究センター省インフラ研究会 
https://www.pppschool.jp/pppc/infra/ 
資産経営・公民連携首長会議 
http://www.assetppp-kubichou.jp/ 
 
関心表明申込先 
表題を「省インフラスキルマップ関心表明」と明記のうえ、「法人・団体名」、「担当者名」、
「連絡先メールアドレス」を< mlpppre@toyo.jp>にご連絡ください。いったん 7 月末日で
締め切りとします。首長会議日程決定後にマップの提出締切をご連絡します。
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